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～ ③ 介護保険編 ～
よく分かる福祉講座

　町の福祉施策について、皆さんに広く知っていただくた
め、3回シリーズで｢福祉講座｣を掲載しています。
　最終回は、高齢者福祉施策の介護保険について、Q＆Aを
交えて紹介します。

介護保険制度は、みんなで支え合う仕組みです

介護保険制度とは･･･
　現在、日本では高齢化が進む一方、生まれてくる子どもの数はそれほど増え
ないため、少子高齢化が急速に進み、介護の問題が年々深刻になっています。
　介護保険制度は、この問題を社会全体で解決するために2000年からスタート
した社会保険制度で、40歳以上の国民すべてを被保険者としています。
　制度は、40歳以上の被保険者から集めた保険料と、国や地方自治体の負担金
(公費)で運営されており、40歳以上の方が｢特定疾病｣になった場合や、65歳以
上の方に介護が必要となった場合には、さまざまな介護サービスを1割の個人負
担で利用できます。
　介護サービスを受けるためには、まず要介護認定を受ける必要がありますの
で、町高齢者支援センター(町福祉課内)までお気軽にご相談ください。

介護サービスの種類
　介護保険では、要介護認定を受けた方が各種介護サービスを利用する際は、
ケアマネージャー(介護支援専門員)が中心となり、ケアプランを作成します。
　このプランに基づき、必要な介護サービスが提供されます。(介護度により利用
できる介護サービスが異なります) 
　介護サービスには、次の２つがあります。

① 在宅介護サービス
　介護や身の回りの世話をホームヘルパーが援助したり、入浴介護サービス、
ディサービス、介護施設への短期入所、福祉用具の貸与等、さまざまなサービス
があります。

② 施設介護サービス
　介護保険施設に入所し、介護や看護、リハビリテーション、療養等のサービ
スを受けることができます。
　介護保険施設には、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療養型医
療施設の３つがあります。

介護予防事業に参加しませんか？
　町では、要介護状態になることをできるだけ防ぐことや、要介護状態に
なっても状態の悪化を防ぐことを目的に、介護予防事業を実施しています。
　この事業では、要介護者である高齢者が快適に日常生活を続けられるよ
う、｢元気はつらつ教室｣や｢お達者セミナー｣等を開催していますので、ぜひ
ご参加ください。

保
険
料

公　

費

65歳以上
の保険料

40～64歳
の保険料町の

負担金

県の
負担金

国の
負担金

介護保険の財源内訳

元気はつらつ教室



2012.11 月号7

　
　

  
要
介
護
認
定
の
申
請
は
、
い
つ

　
　
　

す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Q
　
　

  

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ

　
　
　

た
時
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
将

来
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と

思
っ
て
い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A

　
　

  

同
じ
月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

の
利
用
者
負
担
額(

合
計)

が
高

額
に
な
り
、
一
定
額
を
超
え
た
場
合

は
、
超
え
た
分
を｢

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費｣

と
し
て
後
か
ら
支
給
し
、
利
用
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
町
か
ら
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
て
所
得
が
少
な
い
方
に
対
し
て
は
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
で
の
居
住
費
と
食
費
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
本
人
や
ご
家
族
等
の
所

得
に
応
じ
て
、
自
己
負
担
の
限
度
額
を

設
け
る
も
の
で
す
。
給
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

A
　
　

 
 

自
己
負
担
が
大
き
く
な
る
と
大

　
　
　

変
な
の
で
す
が･･･

Q

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
福
祉
課(

担
当･

馬
野
／
青
池)

・
町
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

                          (

町
福
祉
課
内)
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要
介
護
認
定
の
申
請
に
つ
い
て

　
　

  

要
介
護
認
定
の
結
果
は
、
一
度

　
　
　

認
定
さ
れ
た
ら
変
わ
ら
な
い
の

で
す
か
？

Q
　
　

  

要
介
護
認
定
に
は
有
効
期
間
が

　
　
　

あ
り
ま
す
が
、
有
効
期
間
中
で

も
、
本
人
の
状
態
の
変
化
に
応
じ
て
、

見
直
し(

要
介
護
区
分
の
変
更
申
請)

を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
　
　

  

要
介
護
認
定
の
結
果
が
出
る
ま

　
　
　

で
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
な
い
の
で
す
か
？

Q
　
　

  

結
果
が
出
る
前
で
も
、
緊
急
、

　
　
　

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
要
介
護
認
定
の
結
果
が
、

非
該
当
と
な
っ
た
場
合
は
、
介
護
保
険

の
適
用
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

A

　
　
　

病
院
に
入
院
中
で
す
が
、要
介
護

　
　
　

認
定
の
申
請
が
必
要
で
す
か
？

　
　

  

入
院
中
は
医
療
保
険
が
適
用
さ

　
　
　

れ
る
の
で
、
基
本
的
に
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
介

護
保
険
の
対
象
と
な
る
病
院(

介
護
療
養

型
医
療
施
設)

の
場
合
は
、
介
護
保
険
が

適
用
さ
れ
る
の
で
、
要
介
護
認
定
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
後
、
介
護
保
険
を
利
用

す
る
場
合
は
、
要
介
護
認
定
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
入
院
し
て
い
る
病
院

や
町
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー(

町
福
祉
課

内)

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A Q
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
は

　
　
　

ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
？

　
　

  

原
則
、
か
か
っ
た
費
用
の
1
割

　
　
　

が
負
担
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、

居
住
費･

食
費
等
の
負
担
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

A Q

　

ま
た
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス･

介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
は
、
要
介
護

度
ご
と
に
、
月
々
に
利
用
で
き
る
金
額

の
上
限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
利
用
限

度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
は
、
超
え
た
分
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
は
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
利

用
者
負
担
額
が
大
き
く
な
る
等
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　
　

  

要
介
護
認
定
は
、
本
人
の
心
身

　
　
　

の
状
況
等
に
よ
り
、
ど
の
く
ら

い
の
介
護
が
必
要
か
を
訪
問
調
査
や
審

査
会
等
を
通
じ
て
判
定
し
ま
す
。
ま

た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
度
に

応
じ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
が

選
択
し
な
が
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　

家
族
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
介
護

度
が
低
く
な
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。(

た
だ
し
、
同
居
家
族
が
い
る
場

合
に
は
、
利
用
で
き
な
い
生
活
援
助
も

あ
り
ま
す
。)

A
　
　

 
 

同
居
家
族
が
い
る
と
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

が
受
け
ら
れ
な
い
と
聞
い
た
の

で
す
が･･･

Q
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、9月14日から10月18日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
戦
略
策
定

を
受
け
山
口
町
長
が
緊
急
記
者
会
見
を

開
催

　

9
月
14
日
、
山
口
町
長
は
、
町
役
場
で

緊
急
の
記
者
会
見
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
見
は
、
国
が
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
以
降
、
閣
僚
で
構
成
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー･

環
境
会
議
で
議
論
し
て
き
た

今
後
の
原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

が｢

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
戦
略｣

と

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

会
見
で
山
口
町
長
が
発
言
し
た
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
日
、
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
会
議
に
お

い
て
、
福
島
第
一
発
電
所
事
故
後
に
、

白
紙
か
ら
見
直
す
と
さ
れ
て
き
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
が
革
新
的
エ
ネ

ル
ギ
ー･

環
境
戦
略
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
。

　

美
浜
町
は
、
こ
れ
ま
で
半
世
紀
に
も

亘
っ
て
、
住
民
の
理
解
や
協
力
の
下
に
、

過
去
に
は
美
浜
2
号
機
蒸
気
発
生
器
伝
熱

管
破
損
事
故(

平
成
3
年
2
月
9
日)

や
、

死
傷
者
も
出
し
た
美
浜
3
号
機
2
次
系
配

管
破
損
事
故(

平
成
16
年
8
月
9
日)

等
、

原
子
力
史
上
、
重
大
な
事
故
を
経
験
し
な

が
ら
も
、
国
策
と
し
て
の
原
子
力
政
策
に

協
力
し
、
更
な
る
安
全･

安
心
を
常
に
追

求
し
つ
つ
原
子
力
発
電
と
の
共
生
を
進
め

て
き
た
。　

　

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
3
月
の
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
受
け
て
、
政
府

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
議
論
が
進
め
ら

れ
、
本
年
6
月
末
に
は
、
２
０
３
０
年
に

お
け
る
原
子
力
発
電
の
割
合
と
し
て
3
つ

の
シ
ナ
リ
オ
が
決
定
さ
れ
、
国
民
的
な
議

論
を
経
て
今
年
8
月
に
も
新
た
な
原
子
力

政
策
の
方
向
を
示
す
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

･

環
境
戦
略
を
決
定
す
る
と
さ
れ
て
き

た
。

　

町
で
は
、
全
国
の
立
地
自
治
体
等
で
構

成
し
た｢

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

村
協
議
会｣

や
、
県
内
の
立
地
自
治
体
で

構
成
し
た｢

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在

市
町
協
議
会｣

で
も
、
福
島
事
故
の
早
期

収
束
や
被
災
地
の
復
旧･

復
興
を
大
前
提

と
し
て
、
そ
の
政
策
議
論
に
対
し
て
要
請

し
て
き
た
が
、
当
時
、
夏
に
取
り
ま
と
め

る
と
し
て
意
見
は
聞
い
て
く
れ
た
も
の

の
、
今
回
の
政
策
の
方
向
と
し
て
は
示
さ

れ
な
か
っ
た
。

　

私
と
し
て
は
、
福
島
事
故
の
前
後
に
お

い
て
、
我
が
国
が
原
子
力
発
電
を
必
要
と

し
て
き
た
環
境
や
背
景
に
は
何
等
変
化
は

な
く
、
昨
今
の
中
東
情
勢
の
悪
化
や
再
稼

働
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
3
兆
円
に
も
上

る
国
富
の
流
出
、
原
子
力
発
電
を
選
択
し

な
い
こ
と
に
よ
る
地
球
環
境
問
題
へ
の
対

応
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
へ
の
影
響
懸

念
か
ら
も
、
原
子
力
発
電
は
今
後
に
お
い

て
も
基
幹
電
源
で
あ
り
続
け
る
べ
き
と
の

認
識
か
ら
、
最
低
で
も
現
状
程
度
以
上
の

割
合
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
の
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
福
島
事
故

直
後
か
ら
も
政
府
を
は
じ
め
民
主
党
等
に

対
し
て
も
幾
度
と
な
く
訴
え
、
町
民
に
対

し
て
は
丁
寧
な
説
明
を
続
け
理
解
を
求

め
、
報
道
等
の
取
材
を
通
し
て
、
い
わ
ゆ

る
脱
原
子
力
発
電
を
唱
え
る
全
国
の
方
々

か
ら
の
批
判
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
の
立
場

を
広
く
、
ま
た
強
く
示
し
て
き
た
。
ま

た
、
そ
の
思
い
は
、
県
内
立
地
自
治
体
と

も
共
有
し
な
が
ら
、
国
益
に
適
っ
た
方
向

性
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
真
に
願
い
つ
つ
、

行
動
を
共
に
し
て
き
た
。

　

本
年
8
月
末
に
は
、
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
た
意
見
聴
取
会
や
討
論
型
世
論
調

査
、
更
に
は
、
国
民
の
意
見
を
幅
広
く
受

け
付
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ

り
、
即
時
ゼ
ロ
を
求
め
る
意
見
が
8
割
も ↑原子力発電の必要性等について話す山口町長
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占
め
た
と
の
分
析
結
果
か
ら｢

過
半
の
国

民
が
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
の
実
現
を

望
ん
で
い
る｣

と
総
括
さ
れ
た
。
そ
も
そ

も
3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
も
、
そ
の

前
提
と
な
る
経
済
成
長
率
も
本
年
7
月
に

ま
と
め
ら
れ
た
日
本
再
生
戦
略
と
の
矛
盾

や
、
ゼ
ロ
と
し
た
場
合
の
電
気
料
金
の
上

昇
等
も
含
め
、｢

原
子
力
発
電
を
ゼ
ロ
と

す
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク｣
に
つ
い
て
、

本
来
な
ら
国
民
に
詳
し
く
説
明
し
、
理
解

を
求
め
て
行
く
こ
と
が
政
治
の
責
任
で

あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
こ
と
を
欠
い
た

中
で
、
福
島
だ
け
を
見
た
意
見
を
く
み
取

り
取
り
ま
と
め
た
こ
と
は
、
拙
速
で
短
絡

的
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
、
報
道
等
で
漏
れ
聞
く
中
で
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
廃
止
を
打
ち
出
し
た
か
と

思
え
ば
、
青
森
県
の
反
発
か
ら
維
持
継
続

と
す
る
等
、
玉
虫
色
に
修
正
を
加
え
て
き

た
点
が
多
々
あ
る
。

　

野
田
首
相
は
就
任
直
後
に
は｢

電
力
は

経
済
の
血
液
で
あ
り
、国
民
生
活
の
基
盤｣

と
の
認
識
を
示
し
、
ま
た
、
大
飯
3
・
4

号
機
の
再
稼
働
に
際
し
て
も
、｢

原
発
を

止
め
た
ま
ま
で
は
日
本
の
社
会
は
立
ち
行

か
な
い
。
重
要
な
電
源
で
あ
る｣

と
明
言

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
経
済
界
や
有
識
者

等
か
ら
多
く
の
矛
盾
や
課
題
が
指
摘
さ
れ

る
中
に
も
、｢

民
意｣

と
い
っ
た
、
政
治
的

な
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
大

義
名
分
を
盾
と
し
、
急
転
直
下
の
ご
と
く

｢

２
０
３
０
年
代
に
原
発
稼
働
ゼ
ロ
を
目

指
す｣

と
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
遺

憾
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
到
底
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
、
次
の
3
つ
の
原
則
を
明
示
し

た
。

①
40
年
運
転
制
限
制
を
厳
格
に
適
用
す

　

る
②
原
子
力
規
制
委
員
会
の
安
全
確
認
を
得

　

た
も
の
の
み
再
稼
働
と
す
る
。

③
原
発
の
新
設･

増
設
は
行
わ
な
い
。

　

ま
ず
、
40
年
運
転
制
限
制
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
も
科
学
的･

技
術
的

な
根
拠
を
明
確
に
し
て
の
運
用
や
説
明
を

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
正
さ
れ

た
法
律
に
も
1
回
に
限
り
最
長
20
年
の
延

長
を
認
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
確
認
し
て

行
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
新
増
設
は
行
わ
な
い
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
、

方
針
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
い
と
考
え

る
。
美
浜
町
で
も
事
業
者
が
リ
プ
レ
ー
ス

に
向
け
た
自
主
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
既
に
建
設
が
進
む

発
電
所
も
含
め
て
、
確
認
を
し
て
い
き
た

い
。

　

更
に
は
、
原
子
力
発
電
を
ゼ
ロ
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

①
経
済
や
国
家
の
成
長
が
本
当
に
可
能
で

　

あ
る
の
か
。

②
国
民
生
活
の
安
定
向
上
が
図
れ
て
い
く

　

の
か
。

③
資
源
小
国
で
あ
る
が
故
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

安
全
保
障
が
確
保
で
き
て
い
く
の
か
。

④
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
温
室
効
果
ガ

　

ス
削
減
を
如
何
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

⑤
今
後
の
廃
炉
や
こ
れ
ま
で
に
サ
イ
ト
内

　

に
た
ま
り
続
け
て
き
た
使
用
済
燃
料
や

　

放
射
性
廃
棄
物
の
課
題
を
着
実
に
解
決

　

し
て
行
く
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

⑥
人
材
の
確
保
や
育
成
が
で
き
る
の
か
。

⑦
世
界
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
。

⑧
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
を
し
て
行
く
と
し
て

　

い
る
が
そ
の
責
任
を
将
来
に
亘
っ
て
果

　

た
し
て
行
け
る
の
か
。

等
、
山
積
す
る
多
く
の
課
題
が
実
現
可
能

で
あ
る
の
か
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

加
え
て
、
今
回
示
さ
れ
た
革
新
的
エ
ネ

ル
ギ
ー･

環
境
戦
略
を
推
進
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
半
世
紀
に
も
亘
り
、
国
策

へ
の
献
身
的
な
立
地
地
域
の
信
頼
を
も
踏

み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
今
般
示
さ
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明

を
求
め
た
上
で
、
立
地
自
治
体
と
し
て
の

意
見
を
取
り
ま
と
め
、
行
動
を
起
こ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

国
か
ら
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
戦

略
の
内
容
を
聴
取

　

9
月
19
日
に
、
町
役
場
で
、
去
る
9
月

14
日
に
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
会
議
が
策
定

し
た
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
戦
略
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
口
町
長
を
は
じ
め
、
町
議

会
議
員
、
ま
た
、
町
の
幹
部
職
員
も
出
席

し
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
原

子
力
発
電
立
地
対
策･

広
報
室
の
山
田
室

長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
の
質
疑
応
答(

一
部)

は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　

 
 

半
世
紀
に
亘
っ
て
国
策
に
協
力
し

て
き
た
我
々
に
と
っ
て
、
こ
の
決
定
は
、

国
と
立
地
住
民
の
強
い
信
頼
関
係
を
一
瞬

問
1

↑革新的エネルギー･戦略の説明を聞く出席者

。
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に
し
て
な
く
す
内
容
。
政
治
主
導
で
あ
っ

て
も
、
１
８
０
度
政
策
を
転
換
す
る
と
い

う
場
合
に
は
、
ま
ず
、
立
地
自
治
体
に
前

も
っ
て
説
明
す
べ
き
だ
。

　
　

  

こ
れ
ま
で
皆
様
の
要
望･

意
見
に
つ

い
て
は
把
握
を
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り

の
こ
と
は
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
結
果

と
し
て
、
こ
う
い
う
形
と
な
っ
た
。
こ
の

戦
略
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答
1

　
　

  

40
年
運
転
制
限
制
は
、
本
日
設
立
し

た
原
子
力
規
制
委
員
会
が
科
学
的･

技
術
的

に
運
用
す
る
こ
と
と
な
る
。

答
2

　
　

  

新
規･

増
設
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

に
あ
る
。
個
別
に
対
応
策
を
戦
略
で
決
め

た
訳
で
は
な
い
た
め
、
具
体
的
な
適
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

答
3

　
　

  

原
子
力
発
電
所
の
40
年
運
転
制
限
制

を
厳
格
に
と
書
い
て
い
る
が
、
何
を
根
拠

に
し
て
40
年
と
い
う
の
か
。

問
2

　
　

 
 

原
発
の
新
設･

増
設
は
行
わ
な
い
と

し
な
が
ら
、
建
設
中
の
原
子
力
発
電
所
は

建
設
継
続
を
容
認
す
る
と
し
て
い
る
。

問
3

　
　

  

２
０
３
０
年
代
に
原
子
力
を
ゼ
ロ
と

す
る
な
ら
ば
、
原
子
炉
の
廃
炉
費
用
や
放

射
性
廃
棄
物
の
処
理
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

に
関
わ
る
事
業
、
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
エ
ン

ド
を
明
確
に
す
べ
き
。

問
4

　
　

  

使
用
済
燃
料
の
処
分
は
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
処
分
方
法

も
研
究
を
し
て
い
く
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

答
4

　
　

  

40
年
運
転
制
限
制
を
厳
格
に
適
用
す

る
な
ら
ば
、
立
地
地
域
対
策
も
同
時
に
提

示
し
理
解
を
求
め
る
べ
き
。

問
5

　
　

  

立
地
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
は
、
非

常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
皆
様
方
と
向
き

合
っ
て
丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
。

答
5

　
　

  

２
０
３
０
年
代
原
発
稼
動
ゼ
ロ
を
目

指
す
と
言
う
が
、
本
当
に
実
現
可
能
と
考

え
て
い
る
の
か
。

問
6

　
　

  

非
常
に
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
国

と
し
て
は
、
ま
ず
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
資
源

を
全
力
で
投
入
す
る
。

答
6

　
　

  

政
府
の
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
と
い
う
無
責
任
な
対
応
は
い
か
が
な

も
の
か
。
原
子
力
ゼ
ロ
に
す
る
な
ら
ば
、

国
民
に
対
し
て
電
気
料
金
も
上
が
る
等
と

い
っ
た
情
報
も
伝
え
た
上
で
決
定
す
べ

き
。

問
7

　
　

  

今
後
、
政
策
資
源
を
投
入
し
て
い
く

が
、
先
を
確
実
に
見
通
す
と
い
う
こ
と
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
柔
軟
性
を
持
っ
た
形

に
な
っ
て
い
る
。

答
7

　
　

  

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、

太
陽
光
や
風
力
発
電
等
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
言
葉
に
国

民
が
踊
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

現
実
に
、
こ
れ
だ
け
の
発
電
量
が
可
能
な

の
か
。

問
8

　
　

  

太
陽
光
発
電
を
実
際
に
普
及
し
て
い

く
場
合
、
現
在
、
住
ん
で
い
る
家
を
改
修

し
な
が
ら
設
置
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
風
力
発
電
に
つ
い
て
も
、
広
大
な
面

積
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る

こ
と
も
承
知
の
上
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

不
可
能
。
従
っ
て
、
今
後
こ
う
い
っ
た
こ

と
を
国
民
に
提
示
し
て
目
標
や
負
担
を
共

有
し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

答
8

　

質
疑
後
、
山
口
町
長
は
、
次
の
2
点
に

つ
い
て
強
く
求
め
ま
し
た
。

●(

再
稼
働
等)

国
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会

の
判
断
を
、
き
ち
っ
と
捉
え
て
国
民
に
発

信
し
、
そ
の
後
、
立
地
自
治
体
の
理
解
を

●
今
回
の
戦
略
策
定
に
あ
た
り
、
米
国
の

反
発
で
方
針
を
変
え
た
と
い
う
報
道
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
原
子
力
の
長
い
歴
史

が
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の

だ
。
今
後
は
、
原
子
力
政
策
の
基
本
は
経

済
産
業
省(

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁)

が
し
っ
か

り
と
示
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
福
島
事

故
を
踏
ま
え
て
も
、
原
子
力
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
が
未
来
へ
の
責
任
を
果
す
こ
と
で

は
な
い
。
夢
の
あ
る
日
本
を
創
っ
て
い
く

こ
と
が
責
任
で
あ
る
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
原
子
力
を
は
じ
め
と
す
る
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
て
国
に
説
明
を
求
め
、
原
子
力
発

電
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

守
れ
な
い
方
針
を
決
め
る
こ
と
は
お
か
し

い
。

得
て
進
め
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
厳
格
に

実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

↑出席者の質問に答える山田広報室長

↑原子力発電の必要性を訴える山口町長
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野
外
焼
却(

野
焼
き)

に
は

美浜の環境シリーズ 51

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(
担
当･
田
村)

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　
　

内
で
は
、
最
近
、
廃
棄
物
の
焼
却
、

　
　
　

い
わ
ゆ
る
野
焼
き
に
関
す
る
通
報

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、｢

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律｣

に
お
い
て
、
一
部
の

例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
違
反
し
た
場
合
、
5
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金(

ま
た
は

両
方)

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
等
の
従
業
者
等
が
そ
の
業

務
に
関
し
廃
棄
物
を
野
外
焼
却
し
た
場
合

に
は
、
法
人
等
に
対
し
3
億
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。　

町

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

 

例
外
と
し
て

　
　
　
　

野
外
焼
却
が
認
め
ら
れ
る
場
合

　

 

野
焼
き
が
禁
止
さ
れ
る
理
由

⑤
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

　

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

⑥
農
業
、
林
業
、
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た

　

め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ

　

れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

⑦
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で

　

通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ

　

て
軽
微
な
も
の

(

例)

▽
ど
ん
ど
焼
き
等
の
行
事
に
お
け
る
門
松
や

　

し
め
縄
等
の
焼
却

(

例)

▽
稲
わ
ら
の
焼
却
、田
畑
の
畦あ

ぜ
み
ち道
の
焼
却

※
害
虫
駆
除
や
最
低
限
度
の
肥
料
採
り
等
が

該
当
し
ま
す
。
農
家
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
べ

て
の
野
焼
き
が
除
外
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

(

例)

▽
落
ち
葉
焚
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

※
煙
の
量
や
臭
い
等
が
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
程
度
の
燃
焼
行
為
の
こ
と
で
す
。
苦
情

が
発
生
し
た
場
合
は
軽
微
な
も
の
と
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

①
環
境
省
令(

施
行
規
則)

で
定
め
る
構
造

　

を
有
す
る
焼
却
設
備
を
使
い
、
　
環
境
大
臣

　

が
定
め
る
方
法
で
行
う
焼
却

②
法
令
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ

　

り
行
う
廃
棄
物
の
焼
却

③
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設

　

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

　

の
焼
却

④
震
災
、風
水
害
、火
災
、凍
霜
害
、そ
の
他

　

の
災
害
の
予
防
、応
急
対
策
ま
た
は
復
旧

　

の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　

エ
コ
ク
ル
美
方
等
の
廃
棄
物
処
分
場

(

焼
却
施
設)

で
は
、
高
温
で
も
管
理
さ

れ
た
焼
却
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
に

伴
い
発
生
す
る
排
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
高

度
な
設
備
で
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
野
焼
き

で
は
、
有
害
物
質
の
発
生
が
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

野
焼
き
は
、
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
で

あ
り
、焼
却
時
に
発
生
す
る
煙(

排
ガ
ス)

に
よ
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
臭
気
等
に
よ
り
近
隣
住
民

に
迷
惑
を
か
け
、
さ
ら
に
は
、
火
災
を
引

き
起
こ
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
廃
棄

物
の
適
正
な
処
分
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

三方五湖一斉清掃にご協力いただき、ありがとうございました

　9月23日に三方五湖保全対策協議会の主催で実施した三方五湖
一斉清掃には、約400人の方にご参加をいただきました。参加し
てくださった皆さんにお礼申し上げます。
　皆さんのご協力のおかげで、燃えるごみ300kg、燃えないごみ
100kgを収集することができました。
　三方五湖保全対策協議会では、今後も、三方五湖の環境と景観
の保全を目的とした清掃活動を行っていく予定です。今後とも皆
さんのご協力をお願いします。 ↑久々子湖畔を清掃する参加者


